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病
院
の
経
営
状
況
の
悪
化

が
深
刻
だ
。

　

日
本
病
院
会
等
６
病
院
団

体
が
合
同
で
行
っ
た
調
査
で

は
、
２
０
２
４
年
の
診
療
報

酬
改
定
後
、
病
床
利
用
率
が

上
昇
傾
向
の
一
方
、
医
業
利

益
率
、
経
常
利
益
率
は
悪
化

傾
向
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

り
、
６
割
以
上
の
病
院
の
医

業
利
益
・
経
常
利
益
が
赤
字

で
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

物
価
高
と
人
件
費
を
始
め
と

す
る
経
費
の
高
騰
で
、
神
奈

川
県
知
事
が
厚
労
相
に
診
療

報
酬
体
系
の
見
直
し
を
訴
え

る
事
態
に
も
な
っ
て
い
る
。

　

国
が
行
っ
て
い
る
「
病
床

数
適
正
化
支
援
事
業
」
は
１

床
の
病
床
削
減
に
つ
き
４
１

０
万
円
の
補
助
金
を
支
給
す

る
事
業
だ
が
、
１
万
床
分
の

予
算
に
対
し
て
５
万
床
の
申

請
が
な
さ
れ
た
。
患
者
の
減

少
や
診
療
報
酬
の
減
額
、
経

営
状
況
の
危
機
が
背
景
に
あ

る
状
況
下
で
、
補
助
金
に
申

請
が
殺
到
す
る
の
は
無
理
か

ら
ぬ
話
だ
ろ
う
。

　

自
民
・
公
明
・
維
新
の
社

会
保
険
料
負
担
の
引
き
下
げ

を
巡
る
３
党
協
議
で
は
、
新

た
な
地
域
医
療
構
想
が
開
始

と
な
る
２
０
２
７
年
ま
で
に

病
床
を
削
減
す
る
こ
と
で
合

意
し
た
。
維
新
は
１１
万
床
削

減
で
１
兆
円
の
医
療
費
の
削

減
を
主
張
し
て
い
る
。
骨
太

方
針
で
は
、
脚
注
で
「
地
域

の
実
情
を
踏
ま
え
た
調
査
を

行
っ
た
上
で
」
と
前
置
き
し

た
上
で
「
次
の
地
域
医
療
構

想
ま
で
に
削
減
を
図
る
」
と

記
載
。
機
械
的
な
削
減
へ
の

断
言
は
避
け
、
「
約
１１
万
床
」

と
い
う
数
値
目
標
は
盛
り
込

ま
れ
な
か
っ
た
が
、
病
床
削

減
は
も
は
や
既
定
路
線
の
よ

う
に
論
じ
ら
れ
る
向
き
も
あ

る
。

　

し
か
し
、
医
療
費
や
社
会

保
険
料
の
削
減
だ
け
を
目
的

に
病
床
を
減
ら
す
の
は
浅
慮

で
は
な
い
か
。

　

今
や
病
院
の
役
割
は
患
者

の
治
療
に
限
ら
れ
な
い
。「
感

染
対
策
向
上
加
算
」
を
算
定

す
る
医
療
機
関
は
、
そ
の
点

数
の
下
、
か
つ
て
保
健
所
が

担
っ
て
い
た
地
域
の
感
染
症

発
生
状
況
の
収
集
・
共
有
と

い
っ
た
機
能
を
担
わ
さ
れ
て

い
る
。
感
染
症
法
に
基
づ
き
、

医
療
措
置
協
定
を
結
び
病
床

を
確
保
し
、
新
興
感
染
症
に

備
え
て
い
る
病
院
も
あ
る
。

病
床
、
ひ
い
て
は
病
院
が
減

っ
た
中
で
再
び
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
よ
う
な

新
興
感
染
症
が
流
行
し
た

ら
、
医
療
現
場
は
勿
論
、
国

民
の
混
乱
は
計
り
知
れ
な
い
。

　

ま
た
、
将
来
必
ず
起
こ
る

南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
始
め
と

し
た
自
然
災
害
発
生
時
に

も
、
病
院
は
必
ず
そ
の
役
割

を
発
揮
す
る
こ
と
に
な
る
。

肝
要
な
の
は
、
平
時
に
お
い

て
は
必
要
な
医
療
を
提
供
し

つ
つ
、
非
常
時
に
も
対
応
で

き
る
構
造
を
検
討
・
構
築
し
、

診
療
報
酬
や
補
助
金
で
そ
れ

を
担
保
し
て
い
く
こ
と
で
は

な
い
か
。

　

人
口
減
少
社
会
の
中
長
期

的
な
視
点
で
は
、
現
在
の
病

床
数
を
維
持
す
る
こ
と
は
現

実
的
で
は
な
い
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
医
療
費
削
減

を
第
一
目
的
と
し
た
病
床
削

減
で
は
、
地
域
医
療
を
守
り

切
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
狂
騒
を
忘
れ
て
は
な
ら
な

い
。
病
床
の
「
減
反
政
策
」

は
や
め
る
べ
き
だ
。

医
療
費
削
減
を
主
目
的
と
し
た

病
床
削
減
政
策
か
ら
の
転
換
を

増
の
計
画
を
阻
止
す
る
こ

と

一
、
従
来
の
保
険
証
を
復
活
さ

せ
、
す
べ
て
の
患
者
が
マ

イ
ナ
保
険
証
だ
け
で
な
く

従
来
の
保
険
証
も
選
ぶ
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
患

者
の
受
療
権
を
守
る
こ
と

一
、
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
の
問
題
点

を
明
ら
か
に
し
、
医
療
の

非
営
利
性
を
侵
害
し
、
質

を
低
下
さ
せ
る
動
き
を
阻

止
す
る
こ
と

一
、
医
療
機
関
の
負
担
と
な
っ

て
い
る
、
診
療
報
酬
に
か
か

る
消
費
税
損
税
問
題
の
抜

本
的
解
消
を
め
ざ
す
こ
と

一
、
日
本
国
憲
法
の
理
念
に
も

と
づ
き
、
世
界
の
恒
久
平

和
を
築
く
活
動
を
推
進
す

る
こ
と

　

以
上
、
決
議
す
る
。

二
〇
二
五
年
六
月
十
五
日

神
奈
川
県
保
険
医
協
会

第
七
十
回
定
時
総
会

【
理
事
長
】（
１
名
）

田
辺

由
紀
夫

【
副
理
事
長
】（
７
名
）

山
本

晴
章
、
鈴
木

悦
朗
、

湯
浅

章
平
、
竹
下

義
仁
、

二
村

哲
、
千
葉

英
子
、

原

崇

【
理
事
】（
２０
名
）

馬
場

一
郎
、
野
本

哲
夫
、

稲
木

建
郎
、
藤
田

倫
成
、

田
所

生
利
、
岩
崎

克
夫
、

関

知
之
、
濱
名

哲
郎
、

岡
田

孝
弘
、
井
上

惠
美
、

徳
山

隆
之
、
宮
澤

由
美
、

泉
福

明
子
、
木
村

竜
一
、

牛
山

元
美
、
磯
崎

哲
男
、

澤
田

傑
、
東

浩
介
、

片
岡

愛
、
小
柳

光
仁

【
監
事
】（
３
名
）

宮
澤

軌
昭
、
鵜
養

宏
、

田
中

敏
章

【
事
務
局
長
】（
１
名
）

田
中

麻
衣
子

【
名
誉
理
事
長
】（
１
名
）

平
尾

紘
一

【
顧
問
】（
１
名
）

池
川

明

第
七
〇
回
定
時
総
会
決
議

第第
３２３２
期
役
員

期
役
員

　

昨
年
六
月
に
診
療
報
酬
改
定
が
施

行
さ
れ
て
以
降
、
我
々
は
か
つ
て
な

い
苦
境
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
特
定

疾
患
療
養
管
理
料
か
ら
三
疾
患
が
除

外
さ
れ
て
生
活
習
慣
病
管
理
料
へ
移

行
し
、
算
定
の
ハ
ー
ド
ル
が
上
が
っ

た
こ
と
も
影
響
し
て
減
収
と
な
る
内

科
標
榜
の
医
療
機
関
が
続
出
し
た
。

ま
た
、
医
療
従
事
者
の
賃
上
げ
に
対

応
す
る
た
め
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
料

が
新
設
さ
れ
た
が
、
広
く
活
用
で
き

る
も
の
で
は
な
い
。
十
分
な
賃
上
げ

が
で
き
ず
医
療
従
事
者
を
確
保
で
き

な
け
れ
ば
医
療
機
関
の
維
持
は
難
し

く
、地
域
医
療
の
崩
壊
に
つ
な
が
る
。

全
国
保
険
医
団
体
連
合
会
が
実
施
し

た
「
物
価
高
騰
に
関
す
る
医
療
機
関

の
緊
急
影
響
調
査
」
で
は
、
六
十
五
・

五
％
の
医
療
機
関
が
改
定
後
「
減
収
」

と
回
答
し
た
。
ま
た
、
日
本
病
院
会

な
ど
病
院
団
体
が
実
施
し
た
病
院
経

営
状
況
の
調
査
結
果
で
も
六
十
一
・

二
％
が
経
常
利
益
「
赤
字
」
と
回
答

す
る
な
ど
、
診
療
報
酬
改
定
を
経
て

経
営
状
況
が
著
し
く
悪
化
し
た
実
態

が
浮
き
彫
り
と
な
っ
た
。
診
療
報
酬

に
か
か
る
消
費
税
損
税
を
め
ぐ
る
問

題
も
未
だ
抜
本
的
な
解
決
を
見
ず
、

医
療
機
関
に
過
重
な
負
担
が
の
し
か

か
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
経
済
回
復
に
と

も
な
う
需
要
増
加
や
国
際
的
な
原
材

料
価
格
の
上
昇
等
に
起
因
す
る
物
価

高
騰
も
、
医
療
機
関
の
経
営
体
力
を

低
下
さ
せ
て
い
る
。
診
療
報
酬
は
公

定
価
格
の
た
め
、
物
価
高
騰
に
よ
る

影
響
を
価
格
転
嫁
で
き
な
い
。
国
や

地
方
公
共
団
体
に
よ
る
光
熱
費
補
助

等
の
支
援
を
断
続
的
に
打
ち
出
し
て

は
い
る
が
、
十
分
と
は
言
い
難
い
。

　

ま
た
、
物
価
高
騰
は
患
者
・
国
民

の
生
活
に
も
影
を
落
と
す
。
全
国
的

に
賃
上
げ
の
動
き
が
広
が
る
が
、
未

だ
急
激
な
物
価
高
騰
に
追
い
つ
か
な

い
ば
か
り
か
、
そ
の
激
し
さ
に
拍
車

を
か
け
て
い
る
。

　

加
え
て
、
昨
年
十
月
に
始
ま
っ
た

長
期
収
載
品
の
選
定
療
養
化
は
従
来

以
上
の
患
者
負
担
が
発
生
す
る
一
因

と
な
っ
て
い
る
。
実
質
的
な
可
処
分

所
得
が
減
れ
ば
患
者
・
国
民
の
不
安

が
高
ま
り
、
生
活
の
困
窮
は
受
診
控

え
を
誘
発
す
る
。

　

こ
の
間
、
国
は
高
額
療
養
費
制
度

の
負
担
上
限
額
引
き
上
げ
を
凍
結
し

た
が
、
改
め
て
今
秋
ま
で
に
方
針
を

決
め
る
姿
勢
を
崩
さ
な
い
。
ま
た
、

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
適
用
除
外
が

検
討
さ
れ
て
い
る
が
、
自
己
判
断
の

服
薬
に
よ
る
重
篤
化
の
ほ
か
、
患
者

の
自
己
負
担
が
増
え
れ
ば
受
診
控
え

か
ら
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
機
会

を
逸
し
、
か
え
っ
て
医
療
費
が
か
さ

む
可
能
性
が
高
い
。

　

ま
た
、
昨
年
十
二
月
二
日
に
従
来

の
保
険
証
の
新
規
発
行
が
停
止
さ
れ

た
が
、
資
格
確
認
を
め
ぐ
る
ト
ラ
ブ

ル
は
尽
き
な
い
。
七
月
末
に
は
国
民

健
康
保
険
・
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

で
従
来
の
保
険
証
が
有
効
期
限
を
迎

え
、
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い
場

合
は
当
面
の
間
、
資
格
確
認
書
へ
と

切
り
替
わ
る
。
保
険
者
の
保
険
証
発

行
義
務
が
な
く
な
っ
た
た
め
、
保
険

証
が
手
元
に
な
い
患
者
が
適
切
に
受

診
で
き
な
い
事
態
が
生
じ
う
る
。
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
で
は
混
乱
を
避

け
る
た
め
、
七
十
五
歳
以
上
の
全
て

の
人
へ
の
資
格
確
認
書
交
付
が
決
ま

っ
た
が
、
患
者
の
受
療
権
を
守
る
に

は
従
来
の
保
険
証
の
維
持
・
復
活
が

不
可
欠
だ
。

　

近
年
、
企
業
を
母
体
と
し
た
一
般

社
団
法
人
が
設
立
し
た
医
療
機
関
な

ど
が
、
美
容
医
療
や
オ
ン
ラ
イ
ン
診

療
等
に
よ
る
患
者
の
安
全
性
を
考
慮

し
な
い
医
療
ビ
ジ
ネ
ス
を
展
開
し
て

い
る
。
営
利
目
的
で
医
療
の
本
質
を

捻
じ
曲
げ
、
患
者
を
危
険
に
さ
ら
す

だ
け
で
な
く
国
民
皆
保
険
制
度
の
崩

壊
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
動
き
に
対

し
、
我
々
開
業
医
は
断
固
反
対
の
姿

勢
を
貫
く
。

　

こ
の
よ
う
に
医
療
の
あ
り
方
が
問

わ
れ
維
持
可
能
性
が
危
ぶ
ま
れ
る

中
、
医
療
費
の
窓
口
負
担
「
ゼ
ロ
の

会
」
の
運
動
拠
点
が
増
え
、
全
国
へ

広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
「
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
受
診

で
き
る
環
境
の
堅
持
こ
そ
、
患
者
・

国
民
と
と
も
に
我
々
医
療
者
が
目
指

す
べ
き
道
だ
。
こ
れ
に
よ
り
診
療
報

酬
プ
ラ
ス
改
定
に
向
け
た
患
者
・
国

民
と
の
共
通
の
土
台
が
で
き
る
。

　

一
方
、
世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
ロ

シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
イ

ス
ラ
エ
ル
・
パ
レ
ス
チ
ナ
紛
争
な
ど
、

命
を
預
か
る
医
療
者
と
し
て
看
過
で

き
な
い
不
安
定
な
世
界
情
勢
が
続

く
。
今
年
戦
後
八
十
年
を
迎
え
る
が
、

我
々
は
憲
法
の
理
念
に
則
り
、
平
和

の
実
現
を
希
求
す
る
と
と
も
に
患

者
・
国
民
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け

ら
れ
る
よ
う
、
地
域
医
療
を
守
り
、

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
し
て
の
社
会

保
障
を
堅
持
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
七
十
回
定
時
総
会
に
あ
た
り
、

我
々
は
次
の
項
目
の
実
現
に
力
を
注

ぐ
こ
と
を
こ
こ
に
決
意
す
る
。

記

一
、
次
期
診
療
報
酬
改
定
に
向
け
、
す

べ
て
の
医
療
機
関
の
経
営
を
安
定

さ
せ
る
た
め
、期
中
改
定
を
含
め
、

初
・
再
診
料
な
ど
基
本
診
療
料
の

大
幅
引
き
上
げ
等
に
よ
る
実
質
的

な
診
療
報
酬
プ
ラ
ス
改
定
を
勝
ち

取
り
、
診
療
報
酬
の
不
合
理
是
正

を
実
現
す
る
こ
と

一
、
長
期
化
す
る
物
価
高
騰
で
疲
弊
す

る
医
療
機
関
を
支
援
す
る
た
め
、

国
・
地
方
問
わ
ず
、
補
助
金
等
に
よ

る
診
療
報
酬
以
外
の
支
援
策
を
引

き
続
き
講
じ
る
よ
う
求
め
る
こ
と

一
、
す
べ
て
の
国
民
が
「
い
つ
で
も
、

ど
こ
で
も
、
だ
れ
で
も
」
必
要
が

あ
れ
ば
た
め
ら
わ
ず
に
受
診
で
き

る
環
境
を
整
え
る
た
め
に
「
医
療

費
の
窓
口
負
担
『
ゼ
ロ
の
会
』
」

の
理
念
を
広
め
、
高
額
療
養
費
制

度
の
見
直
し
や
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の

保
険
適
用
除
外
な
ど
受
診
抑
制
を

引
き
起
こ
す
あ
ら
ゆ
る
患
者
負
担

地
域
医
療
を
守
り
、

国
民
の
健
康
・
生
活
を
支
え
る
政
治
へ

２
０
２
５
参
院
選  

政
党
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施

　

協
会
は
７
月
２０
日
投
開
票
の

第
２７
回
参
議
院
選
挙
に
あ
た

り
、
各
党
の
医
療
政
策
等
を
問

う
「
政
党
ア
ン
ケ
ー
ト
」
を
実

施
。
２
０
２
６
年
度
診
療
報
酬

の
改
定
率
や
受
診
時
の
窓
口
負

担
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
給

付
な
ど
９
項
目
を
聞
い
た
。
れ

い
わ
新
選
組
（
れ
い
わ
）、
社
会

民
主
党
（
社
民
）
、
日
本
共
産
党

（
共
産
）
、
立
憲
民
主
党
（
立
憲
）

（
到
着
順
）か
ら
回
答
が
あ
っ
た
。

２６
年
度
診
療
報
酬
改
定
は
、

社
民
、
共
産
、
立
憲
、
れ
い
わ
が

「
プ
ラ
ス
改
定
す
べ
き
」
と
回

答
。
公
的
医
療
費
に
占
め
る「
国

庫
負
担
」
割
合
は
、
社
民
、
共
産
、

る「
原
発
依
存
度
を
低
減
す
る
」

の
削
除
に
つ
い
て
は
、
社
民
が

「
原
発
は
す
み
や
か
に
全
廃
す

べ
し
」、
共
産
が
「
原
発
は
廃
止

し
脱
炭
素
に
取
り
組
む
べ
き
」、

立
憲
が
「
原
発
ゼ
ロ
社
会
を
一

日
も
早
く
実
現
す
べ
き
」、
れ

い
わ
が
「
地
震
大
国
日
本
で
原

発
推
進
は
あ
り
得
な
い
」
と
し

た
（
全
文
は
付
録
参
照
）。

２６
年
度
の
診
療
報
酬
改
定
、

そ
し
て
こ
の
間
の
光
熱
水
費
や

人
件
費
、
物
価
の
急
騰
等
に
よ

り
、
医
院
経
営
・
存
続
が
も
は

や
限
界
に
達
し
て
い
る
。
ま
た

窓
口
負
担
や
高
額
療
養
費
上
限

額
の
引
き
上
げ
、
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似

薬
の
保
険
外
し
が
狙
わ
れ
、
国

民
の
健
康
・
生
活
が
さ
ら
に
脅

か
さ
れ
る
事
態
が
想
定
さ
れ

る
。
「
地
域
医
療
」
の
第
一
線

を
守
り
、
国
民
の
健
康
・
生
活

を
支
え
る
政
治
へ
―
。
我
々
の

選
択
が
今
問
わ
れ
て
い
る
。

れ
い
わ
が
「
増
や
す
必
要
あ

り
」、
立
憲
は
「
そ
の
他
」
（
※

「
そ
の
他
」
は
全
て
付
録
参
照
）

と
し
た
。
受
診
時
の
窓
口
負
担

は
、
社
民
、
共
産
、
れ
い
わ
が

「
軽
減
す
べ
き
」、
立
憲
は
「
そ

の
他
」
と
し
た
。

　

Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
保
険
給
付

は
、共
産
、
れ
い
わ
が
「
今
ま
で

通
り
保
険
で
給
付
す
べ
き
」
、
社

民
、
立
憲
は「
そ
の
他
」
と
し
た
。

健
康
保
険
証
の
新
規
発
行
の
停

止
は
、
社
民
、
共
産
、
れ
い
わ
が

「
従
来
の
保
険
証
も
使
い
続
け

ら
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
」、
立

憲
は
「
そ
の
他
」
と
し
た
。

　

消
費
税
「
損
税
」
の
解
決
方

法
で
は
、
社
民
、
共
産
が
「
課

税
化
し
て
ゼ
ロ
税
率
を
適
用
」、

立
憲
、
れ
い
わ
は
「
そ
の
他
」

と
回
答
。
国
と
し
て
の
小
児
医

療
費
助
成
制
度
の
創
設
は
、
社

民
、共
産
、
れ
い
わ
が
「
創
設
す

べ
き
／
対
象
年
齢

：

１８
歳
ま

で
／
所
得
制
限

：

な
し
／
一

部
負
担
金

：

な
し
」、
立
憲
は

「
そ
の
他
」
と
し
た
。

　

有
機
フ
ッ
素
化
合
物
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
に
対
し
て
は
、
社
民
、
共
産
、

れ
い
わ
が
「
欧
州
・
米
国
並
み

に
引
き
上
げ
る
べ
き
（
基
準
を

厳
し
く
す
べ
き
）」、
立
憲
は

「
そ
の
他
」
と
回
答
。
第
７
次

エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
に
お
け


